
６
月
15
日
、
埼
玉
C
S
C

交
流
会
の
第
3
回
代
表
者
会

議
が
開
催
さ
れ
、
各
サ
ー
ク

ル
、
同
窓
会
、
セ
ン
タ
ー
事

務
局
の
代
表
が
出
席
し
て
、

10
月
12
日
（
土
）
及
び
13
日

（
日
）
の
両
日
開
催
さ
れ
る
、

第
7
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
の
大

綱
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
関
係
で
は
、
各

サ
ー
ク
ル
等
か
ら
提
案
の
あ
っ

た
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
時
間

調
整
等
を
行
い
、
次
の
通
り

決
定
し
た
。
多
く
の
学
生
、

同
窓
生
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
楽
し
い
学
園
祭
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

10
月
12
日
（
土
）

第
1
講
義
室

・
10
時
～
12
時

熟
年
会
公

開
勉
強
会
「
連
句
を
楽
し
も

う
」

・
12
時
30
分
～
14
時
40
分

サ
ー
ク
ル
お
お
み
や
「
D
V

D
に
よ
る
オ
ペ
ラ
鑑
賞
会

ホ
フ
マ
ン
物
語
」

・
15
時
～
17
時

セ
ン
タ
ー

主
催
の
公
開
討
論
会

講
堂

・
10
時
30
分
～
12
時

ソ
シ

ア
ル
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
「
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
、
ル
ン

バ
、
ワ
ル
ツ
」

・
12
時
30
分
～
13
時
30
分

ト
レ
ヴ
ィ
の
会
「
オ
カ
リ
ナ

演
奏
」

・
14
時
～
15
時

未
来
の
会

「
民
話
の
お
話

山
椒
大
夫
」

10
月
13
日
（
日
）

第
1
講
義
室

・
10
時
30
分
～
12
時

朗
読

の
会
こ
こ
ろ
「
朗
読
」

第
4
講
義
室

・
10
時
～
14
時

未
来
の
会

「
絵
手
紙
教
室
」

実
習
室

・
10
時
～
12
時

熟
年
会

「
P
C
教
室
」

講
堂

・
11
時
30
分
～
13
時

健
康

体
操
研
究
会

「
健
康
体
操
」

・
14
時
～
15
時
30
分

セ
ン

タ
ー
・
同
窓
会

岡
部
学

長
公
開
講
演
会

演
題
「
登

山
の
科
学
、
ス
キ
ー
の
科
学
」

・
16
時
～

交
流
パ
ー
テ
ィ

（
抽
選
会
）

＊
２
日
間
共
通
イ
ベ
ン
ト

団
体
活
動
の
展
示
（
第
2
講

義
室
）
、
バ
ザ
ー
（
第
3
講

義
室
）
、
個
人
作
品
展
示

（
第
4
・
第
5
講
義
室
）

茶
席
（
9
階
ロ
ビ
ー
・
演
習

室
）
、
俳
句
・
川
柳
大
会

（
9
階
ロ
ビ
ー
）

下
記
日
程
に
て
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
（
学
習
相
談
を

含
む
）
を
開
催
し
ま
す
。

（
在
学
生
も
参
加
で
き
ま
す
。
）

開
催
日

8
月
10
日
（
土
）
、

8
月
18
日
（
日
）

場

所

9
階
第
1
講
義
室

時

間

い
ず
れ
も
14
時
～

内

容

大
学
の
概
要
説
明
、

履
修
案
内
、
卒
業
生
の
体
験

談
、
施
設
見
学
、
個
別
相
談

な
ど

○
８
月
18
日
（
日
）

15
時
30
分
～
17
時

講
演
題
目
：
「
南
米
・
パ
タ

ゴ
ニ
ア
の
氷
河
が
語
る
地

球
温
暖
化
」

講

師
：
安
仁
屋
政
武

筑
波
大
学
名
誉
教
授

場

所
：
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

８
Ｆ
講
堂

○
８
月
31
日
（
土
）

14
時
～
15
時
30
分

講
演
題
目
：
「
の
ぼ
う
の
城

と
秀
吉
襲
来
」

講

師
：
堀

新

共
立
女
子
大
学
教
授

場

所
：
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

８
Ｆ
講
堂

平
成
25
年
度
2
学
期
（
10

月
入
学
）
の
学
生
募
集
中
で

す
。
出
願
受
付
は
8
月
31
日

（
土
）
ま
で
で
す
。

皆
さ
ん
の
周
り
の
放
送
大

学
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
方

を
是
非
、
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

紹
介
さ
れ
た
方
が
入
学
し

た
場
合
、
薄
謝
を
進
呈
い
た

し
ま
す
。

7
月
25
日
（
木
）
か
ら
8

月
3
日
（
土
）
ま
で
単
位
認

定
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。
試

験
時
間
を
確
認
し
、
時
間
に

遅
れ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
今
年
も
節
電
の
た

め
、
室
温
が
例
年
よ
り
も
高

め
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
自
で
暑
さ
対
策
を
し
て
試

験
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
学
生
証
を
受
け
取
っ

て
い
な
い
方
は
早
め
に
受
け

取
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

試
験
間
際
は
窓
口
が
大
変
込

み
合
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
第
2
学
期
の

科
目
登
録
期
間
は
、
郵
送
に

よ
る
場
合
は
平
成
25
年
8
月

15
日
（
木
）
か
ら
平
成
25
年

8
月
30
日
（
金
）
（
本
部
必

着
）
で
す
。
シ
ス
テ
ム
Ｗ
Ａ

Ｋ
Ａ
Ｂ
Ａ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
）
に
よ
る
場
合
は
、
平
成

25
年
8
月
31
日
（
土
）
18
時

ま
で
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
登

録
は
、
科
目
登
録
申
請
期
間

内
で
あ
れ
ば
申
請
内
容
が
変

更
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
す

べ
て
の
科
目
を
取
り
消
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
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放送大学

埼玉学習センター

埼玉CSC交流会
学生新聞

編集委員会

〒330-0853

さいたま市大宮区

錦町682-2

TEL048-650-2611

学
生
新
聞

第
7
回
フ
ェ
ス
タ
の

イ
ベ
ン
ト
決
定

10
月
13
日

岡
部
学
長
の
公
開
講
演
会

演
題
「
登
山
の
科
学
、
ス
キ
ー
の
科
学
」

科
目
登
録

「
海
外
旅
行
」

笹
原
誠
二

先
日
の
新
聞
に

よ
る
と
、
パ
リ
の

世
界
的
観
光
地
、

ル
ー
ブ
ル
博
物
館
で
多
発
し

て
い
る
、
ス
リ
へ
の
対
策
強

化
を
求
め
る
職
員
達
が
突
然

ス
ト
を
実
施
し
、
博
物
館
が

一
時
休
業
に
追
い
込
ま
れ
る

異
例
の
事
態
と
な
っ
た
。
幸

い
、
ス
ト
は
１
日
で
収
ま
っ

た
が
、
職
員
た
ち
は
ス
リ
集

団
か
ら
館
内
で
脅
か
さ
れ
た

り
、
暴
力
を
受
け
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
発
し
て
い
る
。
フ
ラ

ン
ス
政
府
は
警
察
官
の
増
員

対
策
を
約
束
し
て
、
平
常
業

務
に
戻
っ
た
と
の
こ
と
だ
。

原
因
は
、
東
欧
か
ら
の
移

民
と
思
わ
れ
る
未
成
年
の
集

団
が
18
歳
未
満
無
料
の
館
内

に
入
り
込
ん
で
、
ス
リ
や
引
っ

た
く
り
事
件
を
起
こ
し
て
い

る
事
で
あ
る
。
こ
の
被
害
は

毎
月
150
件
あ
ま
り
届
け
ら
れ

て
い
る
と
い
う
。
憧
れ
の
パ

リ
観
光
で
当
地
に
行
か
れ
る

方
も
多
い
と
思
う
が
、
く
れ

ぐ
れ
も
自
分
自
身
の
身
の
安

全
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。

特
に
日
本
人
は
小
柄
だ
し
、

あ
ま
り
大
声
も
出
さ
な
い
の

で
、
狙
わ
れ
や
す
い
。

私
も
20
回
あ
ま
り
海
外
旅

行
に
出
か
け
た
が
、
特
に
ス

ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
、
ギ
リ

シ
ャ
な
ど
の
ラ
テ
ン
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
め
ぐ
る
際
は
、
ス
リ
、

置
き
引
き
、
恐
喝
な
ど
に
遭

わ
な
い
よ
う
注
意
し
て
い
る
。

服
装
も
で
き
る
だ
け
動
き
や

す
い
、
地
味
な
格
好
で
参
加

し
、
特
に
人
通
り
の
少
な
い

裏
通
り
や
朝
夕
の
公
園
な
ど

に
は
近
づ
か
ず
、
極
力
単
独

行
動
を
控
え
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
う
。

学生手帳

探
訪
コ
ー
ナ
ー

足
立
学
習
セ
ン
タ
ー

埼
玉
か
ら
東
武
伊
勢
崎
線

で
千
住
大
橋
を
越
え
る
時
、

右
手
方
向
荒
川
土
手
の
真
横

に
、
足
立
区
立
「
学
び
ピ
ア
」

の
高
い
建
物
が
見
え
て
く
る
。

こ
の
建
物
の
六
階
全
フ
ロ
ア
ー

が
放
送
大
学
足
立
学
習
セ
ン

タ
ー
で
あ
る
。
こ
こ
は
五
年

前
に
も
学
生
新
聞
の
取
材
に

訪
れ
、
セ
ン
タ
ー
所
長
に
着

任
さ
れ
た
ば
か
り
の
冨
永
先

生
に
お
話
を
伺
っ
た
が
、
あ

の
時
、
北
千
住
ま
で
出
迎
え

同
行
し
て
く
だ
さ
っ
た
事
を

思
い
出
し
な
が
ら
、
こ
の
日

は
一
人
で
学
習
セ
ン
タ
ー
に

向
っ
た
。
六
月
十
五
日
、
今

年
の
二
月
に
旅
立
た
れ
た
前

足
立
同
窓
会
長
和
田
九
三
さ

ん
を
偲
ぶ
会
に
出
席
す
る
た

め
で
あ
る
。
和
田
さ
ん
は
現

役
連
合
会
副
会
長
で
も
あ
っ

た
為
、
足
立
同
窓
会
・
連
合

会
・
Ｏ
Ｂ
会
が
中
心
と
な
り
、

一
番
馴
染
み
の
深
い
足
立
学

習
セ
ン
タ
ー
七
階
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
偲
ぶ
会
が
開
催
さ
れ

た
。こ

の
会
に
は
現
セ
ン
タ
ー

所
長
冨
永
先
生
、
元
セ
ン
タ
ー

所
長
徳
丸
先
生
を
は
じ
め
と

す
る
三
三
名
が
参
加
し
、
在

り
し
日
の
和
田
九
三
さ
ん
を

偲
ん
だ
。
埼
玉
同
窓
会
は
近

隣
同
窓
会
と
し
て
和
田
さ
ん

に
は
特
別
に
お
世
話
に
な
っ

た
。
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
や
講
演

会
、
親
睦
旅
行
等
よ
く
お
付

き
合
い
い
た
だ
い
た
。
そ
し

て
い
つ
も
屈
託
の
な
い
笑
顔

だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

最
後
に
埼
玉
に
お
付
き
合
い

い
た
だ
い
た
の
は
、
一
昨
年

十
一
月
の
大
宮
盆
栽
村
を
巡

る
親
睦
旅
行
で
あ
っ
た
。
引

き
続
き
行
っ
た
毛
利
先
生
を

囲
む
会
に
も
出
席
し
て
く
だ

さ
っ
た
。
そ
の
後
間
も
無
く

入
院
の
知
ら
せ
を
受
け
た
。

そ
れ
か
ら
一
年
と
三
ヵ
月
後

他
界
さ
れ
た
と
聞
か
さ
れ
今

で
も
信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち

で
あ
る
。

偲
ぶ
会
の
中
で
も
、
元
千

葉
同
窓
会
長
か
ら
「
埼
玉
同

窓
会
が
連
合
会
離
脱
問
題
を

起
こ
し
た
時
、
そ
の
後
の
窮

地
を
救
っ
た
の
は
和
田
さ
ん

で
あ
っ
た
」
と
い
う
思
い
出

が
語
ら
れ
た
。

五
年
前
足
立
学
習
セ
ン
タ
ー

名
物
の
銘
盤
の
前
で
一
緒
に

記
念
写
真
に
納
ま
っ
て
下
さ
っ

た
冨
永
先
生
も
、
当
時
、
放

送
大
学
の
五
十
学
習
セ
ン
タ
ー

で
た
だ
一
人
の
女
性
セ
ン
タ
ー

所
長
と
し
て
奮
闘
さ
れ
る
中
、

「
和
田
さ
ん
に
は
大
変
お
世

話
に
な
っ
た
」
と
語
ら
れ
た
。

い
つ
も
と
は
少
し
異
な
る
探

訪
記
と
な
っ
た
が
、
学
生
新

聞
と
し
て
も
和
田
九
三
さ
ん

の
ご
冥
福
を
心
よ
り
祈
り
た

い
と
思
う
。

（
森
岡
）

埼玉学習センターでは海外での面接授業を今年

初めて行いました。「アメリカ南部巡検」です。

アメリカ南部の歴史と現在の南部の姿を現地で

確認する新しいタイプの面接授業で、当センター

菅野所長が企画・立案し、講師も務めました。

5月11日～5月18日（6泊8日）の日程で、巡検ルー

トはアメリカ合衆国ジョージア州アトランタ市・

アセンズ市・マディソン市、フロリダ州セントオー

ガスティン市・オーランド市・サンシティセンター

です。

受講生は30名。全国から多数の申し込みがあり、

当初の定員を増やしての実施です。

受講生からは、この授業でなければふれられな

いアメリカを体験でき有意義だった、机上の勉強

ではなく現地に行った

のが良かった、今後も

このような海外での授

業を企画してほしい、

また参加したいといっ

た声が数多く寄せられ

ました。

（2面に関連記事）

公
開
講
演
会

初の海外面接授業

「アメリカ南部巡検」を開講

オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス

単
位
認
定
試
験

学
生
募
集

今
回
は
ご
高
齢
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
元
気
で
学
習
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
精
を
出

さ
れ
て
い
る
関
利
雄
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Q
放
送
大
学
入
学
の
き
っ
か

け
は
。

A
昨
年
私
は
伊
奈
町
の
「
生

き
が
い
大
学
、
伊
奈
学
園
」

を
卒
業
す
る
際
に
、
以
前
か

ら
放
送
大
学
に
通
っ
て
い
た

伊
奈
学
園
で
の
同
級
生
S
さ

ん
に
誘
わ
れ
て
入
学
い
た
し

ま
し
た
。

選
科
生
と
し
て
健
康
関
係

の
科
目
を
選
択
し
て
学
習
し

て
い
ま
す
。
現
在
サ
ー
ク
ル

は
「
熟
年
会
」
と
「
朗
読
の

会
、
こ
こ
ろ
」
に
入
っ
て
い

ま
す
。
朗
読
の
会
の
方
は
残

念
な
が
ら
今
年
度
か
ら
練
習

日
が
、
変
更
と
な
り
休
講
状

態
で
す
。
そ
の
日
に
は
「
民

話
」
と
「
マ
ジ
ッ
ク
」
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
老
人
施
設
や

学
童
保
育
所
に
行
く
機
会
が

多
い
た
め
で
す
。

Q
先
の
太
平
洋
戦
争
の
終
戦

記
念
日
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。

従
軍
を
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
。

A
私
は
、
昭
和
15
年
熊
谷
の

陸
軍
航
空
学
校
に
入
校
、
卒

業
後
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
中

心
に
ア
ジ
ア
各
地
で
、
戦
闘

機
「
隼
」
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
と

し
て
従
軍
し
て
い
ま
し
た
。

毎
日
が
生
き
る
か
死
ぬ
か
の

極
限
の
中
で
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。
空
中
戦
で
敵
の
B
29

を
撃
墜
し
た
も
の
の
、
自
機

に
も
8
発
の
銃
弾
を
浴
び
な

が
ら
辛
く
も
基
地
に
帰
還
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
し
、

マ
ラ
リ
ア
に
か
か
り
療
養
し

て
い
る
間
に
、
所
属
部
隊
が

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
で
全
滅

し
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
戦
況
は
次
第
に
悪

化
し
、
昭
和
20
年
４
月
、
所

属
部
隊
は
全
機
特
攻
任
務
を

命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
7
月
25

日
、
プ
ー
ケ
ッ
ト
沖
に
敵
機

動
部
隊
が
現
わ
れ
た
と
い
う

の
で
出
撃
命
令
が
下
り
ま
し

た
が
、
こ
の
時
は
先
発
部
隊

の
特
攻
攻
撃
に
よ
り
敵
機
動

部
隊
が
退
却
し
た
の
で
、
特

攻
攻
撃
は
せ
ず
に
帰
還
し
次

の
出
撃
を
待
っ
て
い
ま
し
た

間
に
、
8
月
15
日
の
終
戦
を

迎
え
ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
軍

に
抑
留
さ
れ
、
4
日
分
の
食

料
を
持
た
さ
れ
、
レ
ン
パ
ン

島
と
い
う
無
人
島
の
奥
地
の

密
林
の
中
で
開
墾
し
自
活
す

る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

週
１
回
わ
ず
か
な
米
と
お
茶

が
支
給
さ
れ
る
の
み
で
、
ト

カ
ゲ
、
蛇
、
ネ
ズ
ミ
、
バ
ッ

タ
と
食
べ
ら
れ
る
も
の
は
何

で
も
食
べ
て
、
8
ヶ
月
間
を

生
き
延
び
ま
し
た
。
昭
和
21

年
5
月
、
よ
う
や
く
祖
国
日

本
に
帰
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。こ

の
よ
う
に
悲
惨
な
戦
争

は
決
し
て
し
て
は
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q
今
後
の
抱
負
を
。

A
私
は
今
年
の
誕
生
日
で
満

90
歳
に
な
り
ま
す
が
、
元
気

で
い
る
限
り
、
学
習
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
続
け
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
（
文
責
若
松
）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

関
利
雄
さ
ん

フェスタ朗読の会で

熱演する関さん

ジョージア大学地理学教室

で授業



8
月
16
日
（
金
）

13
時
か
ら
9
階
講
義
室

「
下
期
活
動
計
画
の
策
定
」
、

秋
季
合
宿
旅
行
の
詳
細
提
示

9
月
30
日
（
月
）
か
ら
10
月

２
日
（
水
）
（
二
泊
三
日
）

行
先
「
月
山
、
鳥
海
山
、
浄

土
平
」
方
面

勉
強
会

9
月
７
日
（
土
）
9
月
14
日

（
土
）
史
料
「
信
長
公
記
、

甲
州
文
庫
武
田
勝
頼
文
書
」

定
例
練
習
日

8
月
20
日
・
27
日
、
9
月
3

日
・
10
日
・
17
日
・
24
日

各
10
時
30
分
～
12
時

講
堂

定
例
勉
強
会

８
月
13
日
（
火
）
時
事
問
題

等
の
話
し
合
い

９
月
10
日
（
火
）
子
ど
も
た

ち
と
遊
び
楽
し
む
科
学
教
室

イ
ベ
ン
ト

８
月
６
日
（
火
）
ホ
タ
ル
観

賞
会

８
月
23
日
（
金
）
青
春
18
切

符
の
旅

真
鶴
岬
散
策

９
月
27
日
（
金
）
さ
い
た
ま

水
族
館

パ
ソ
コ
ン
楽
習
会

毎
週
火
曜
日
（
第
２
火
曜
日

を
除
く
）

活
動
日

8
月
６
日
、
13
日
、
20
日
、

27
日

毎
週
火
曜
日

場
所

第
３
講
義
室

時
間
1
時
か
ら
3
時
ま
で

女
性
会
員
会
費
無
料

同
窓
会
で
は
公
開
講
演
会

開
催
時
に
放
送
大
学
叢
書
の

割
引
販
売
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
皆
様
の
ご
利
用
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

念
力
の
ゆ
る
め
ば
死
ぬ
る

大
暑
か
な

鬼
城

関
東
で
は
猛
暑
が
続
き
、

利
根
川
水
系
は
水
不
足
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

東
北
や
九
州
で
は
豪
雨
災
害

が
発
生
し
て
お
り
心
が
痛
み

ま
す
。

次
号
は
、
9
月
下
旬
発
行

予
定
で
す
。
皆
様
の
随
想
や

詩
歌
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

（
若
松
）

第２７号 学 生 新 聞 平成２５年７月２０日2

俳
句

さ
び
し
さ
は
月
の
皃
な
る
水
母
か
な十

詩

一
品
は
玻
璃
の
器
の
夏
料
理

安
代

青
梅
雨
の
し
づ
け
さ
に
岩
あ
り
に
け
り

保
子

夏
蝶
や
赤
き
サ
ン
バ
の
初
舞
台

明
美

梅
雨
晴
れ
の
少
女
の
素
肌
走
り
去
る由

美

ひ
っ
そ
り
と
蔦
に
う
も
れ
り
花
茨

規
子

万
緑
や
仙
山
線
の
一
人
旅

八
重
子

玉
砂
利
の
深
く
し
づ
ま
る
夕
立
か
な

と
く
江

五
月
晴
れ
嫁
入
り
舟
に
櫂
の
音

光
蛾

（
つ
み
草
）

詩

歌

荒
川

良
雄

富
士
山
が
世
界
遺
産
リ

ス
ト
に
登
録
さ
れ
た
二
〇

一
三
年
6
月
23
日
（
土
）

早
朝
、
私
は
下
り
新
幹
線

車
中
に
い
た
。
そ
ろ
そ
ろ

富
士
が
右
手
に
見
え
る
こ

ろ
だ
が
あ
い
に
く
の
曇
り

空
の
た
め
霊
峰
富
士
を
目

に
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ

た
。
だ
が
、
こ
の
日
は
格

別
の
日
、
肉
眼
で
見
え
な

く
て
も
頭
の
中
に
は
霊
峰

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が

出
来
た
。
世
界
遺
産
登
録

成
る
、
愛
（
め
）
で
た
・

愛
（
め
）
で
た
で
一
時
的

に
浮
か
れ
る
関
係
者
の
喜

び
は
、
想
像
す
る
に
余
り

あ
る
。
問
題
は
興
奮
が
去
っ

た
後
ど
う
す
る
か
で
あ
る
。

世
界
遺
産
申
請
に
は
5
つ

の
条
件
が
あ
り
そ
の
最
後

に
「
遺
産
を
保
護
す
る
の

は
、
条
約
締
結
国
の
義
務

と
責
任
で
あ
る
」
と
し
て

い
る
。
遺
産
保
護
は
国
の

責
任
に
つ
い
て
日
本
国
な

ら
で
は
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

あ
る
、
皇
室
財
産
東
大
寺

正
倉
院
は
文
化
財
保
護
法

の
対
象
外
な
の
で
、
宮
内

庁
と
文
化
庁
が
協
議
し
て

国
宝
と
指
定
し
、
よ
う
や

く
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
経
緯
が
あ
る
。
世
界
遺

産
「
富
士
山
」
の
構
成
は
、

富
士
山
域
［
山
頂
の
信
仰

遺
跡
群
、
登
山
道
４
、
北

口
本
宮
浅
間
神
社
、
湖
３
］
、

富
士
山
本
宮
浅
間
大
社

（
富
士
宮
市
）
、
三
保
の

松
原
（
静
岡
市
）
、
山
中

湖
、
河
口
湖
等
25
項
目
か

ら
成
る
。
富
士
山
本
宮
浅

間
大
社
（
奥
宮
は

富
士
山
の
8
合
目

以
上
ほ
ぼ
全
域
）
は
、
全

国
約
一
三
〇
〇
に
及
ぶ
浅

間
神
社
の
総
本
山
・
駿
河

国
一
宮
と
し
て
崇
敬
を
集

め
て
い
る
。

世
界
遺
産
の
登
録
基
準

は
10
項
目
あ
り
、
い
ず
れ

か
ひ
と
つ
以
上
に
当
て
は

ま
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
。
登
録
基
準
に
加

え
審
査
の
対
象
と
し
て

「
完
全
性
（integrity

）
」

「
真
正
性
（a

u
t
h
e
n
t
i
c
i

t
y

）
」
お
よ
び
登
録
物
件

周
囲
に
緩
衝
地
域
（
バ
ッ

フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
）
を
設
け

重
層
的
に
保
護
し
て
い
る

こ
と
も
審
査
の
対
象
と
な

る
。こ

れ
か
ら
登
録
基
準
に

つ
い
て
述
べ
る
。
（
◎
は

世
界
遺
産
「
富
士
」
へ
適

用
）

１

人
類
の
創
造
的
資
質

を
示
す
傑
作
。
例
ギ
リ
シ
ャ

「
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
」

２

建
築
や
技
術
、
記
念

碑
、
都
市
計
画
、
景
観
設

定
の
発
展
に
お
い
て
あ
る

期
間
ま
た
は
世
界
の
文
化

圏
内
で
の
重
要
な
価
値
観

の
交
流
を
示
す
も
の
。

◎
３

現
存
す
る
、
あ
る

い
は
消
滅
し
た
文
化
的
伝

統
ま
た
は
文
明
の
存
在
に

関
す
る
独
特
な
証
拠
を
伝

え
る
も
の
。

◎
４

人
類
の
歴
史
上
に

お
い
て
代
表
的
な
段
階
を

示
す
建
築
様
式
、
建
築
技

術
ま
た
は
科
学
技
術
の
総

合
体
、
も
し
く
は
景
観
の

顕
著
な
見
本
。

◎
５

あ
る
文
化
（
ま
た

は
複
数
の
文
化
）
を
代
表

す
る
伝
統
的
集
落
や
土
地
・

海
上
利
用
の
顕
著
な
見
本
、

ま
た
は
、
取
り
返
し
の
つ

か
な
い
変
化
の
影
響
に
よ

り
危
機
に
晒
さ
れ
て
い
る

人
類
と
環
境
と
の
交
流
を

し
め
す
顕
著
な
見
本
。

◎
６

顕
著
な
普
遍
的
価

値
を
も
つ
出
来
事
も
し
く

は
生
き
た
伝
統
、
ま
た
は

思
想
、
信
仰
、
芸
術
的
・

文
学
的
所
産
と
、
直
接
ま

た
は
実
質
的
関
連
が
あ
る

も
の
。
（
こ
の
基
準
は
、

ほ
か
の
基
準
と
あ
わ
せ
て

も
ち
い
ら
れ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。
）

７
～
10
は
省
略

歴
史
を
学
ぶ
こ
と
は
、

未
来
へ
の
架
け
橋
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
こ
と
と
考
え
る
。

趣
味
の
段
階
を
形
で
表
す

方
法
の
一
つ
と
し
て
、
世

界
遺
産
検
定
が
あ
る
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る

と
、
就
活
に
か
な
り
有
利

ら
し
い
、
大
学
で
歴
史
を

学
び
ま
し
た
と
い
っ
て
も
、

昨
今
大
学
で
の
成
績
の
信

頼
性
は
か
な
り
怪
し
く
検

定
成
績
な
ら
信
頼
性
あ
り

で
あ
る
。
世
界
遺
産
は
、

文
化
・
自
然
・
複
合
各
遺

産
が
あ
り
そ
の
中
に
［
負

の
遺
産
］
が
あ
る
の
は
フ
ェ

ア
（f

a
i
r

）
で
あ
る
。

一
念
発
起
し
て
、
世
界

遺
産
検
定
3
級
を
受
験
、

受
験
会
場
は
30
名
程
入
室

可
能
、
受
験
者
の
大
半
が

若
い
女
性
、
男
性
は
ち
ら

ほ
ら
、
ま
し
て
白
髪
男
性

は
私
一
人
、
教
室
を
間
違

え
た
の
で
は
な
い
か
と
受

験
番
号
を
再
確
認
し
た
。

合
格
通
知
あ
り
。
感
じ

た
こ
と
は
、

歴
史
を
み

る
目
が
世

界
的
視
野

に
拡
大
し

た
こ
と
で

あ
る
。

（
終
わ
り
）

投
稿
コ
ー
ナ
ー

富
士
山
、
世
界
遺
産

サ
ー
ク
ル
案
内

サ
ー
ク
ル

お
お
み
や

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

放
送
大
学
熟
年
会

健
康
体
操
研
究
会

編
集
後
記

五
月
十
一
日
（
土
）
成
田
、

雨
。
総
勢
三
十
三
名
は
、
ア
ト

ラ
ン
タ
に
向
け
出
発
。
い
よ
い

よ
六
泊
八
日
の
面
接
授
業
が
、

ス
タ
ー
ト
す
る
。

五
月
十
二
日
（
日
）
ア
ト
ラ

ン
タ
、
晴
れ
。
朝
は
少
し
肌
寒

い
が
、
そ
れ
が
か
え
っ
て
心
地

よ
い
。
午
前
中
は
ダ
ウ
ン
タ
ウ

ン
を
歩
く
。
南
部
最
大
の
都
市

と
は
思
え
な
い
ほ
ど
自
然
に
恵

ま
れ
、
清
々
し
い
印
象
だ
。
バ
ッ

ク
ヘ
ッ
ド
と
呼
ば
れ
る
郊
外
に

は
、
森
に
囲
ま
れ
た
大
邸
宅
が

点
在
す
る
。

母
の
日
の
日
曜
日
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
マ
ー
チ
ン
・
ル
ー

サ
ー
・
キ
ン
グ
Jr
国
立
史
跡
の

教
会
周
辺
も
礼
拝
を
終
え
た
家

族
連
れ
で
、
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

そ
の
多
く
が
黒
人
な
の
は
、
人

口
比
と
い
う
理
由
の
ほ
か
に
、

キ
ン
グ
牧
師
の
功
績
を
忘
れ
て

い
な
い
か
ら
だ
ろ
う
。

五
月
十
三
日
（
月
）

ス
ト
ー
ン
マ
ウ
ン
テ

ン
、
快
晴
。
ピ
ー
ド

モ
ン
ト
台
地
に
突
き

出
た
、
高
さ
二
二
五

ｍ
の
巨
大
な
花
崗
岩
。
側
面
に

南
軍
の
英
雄
三
人
の
レ
リ
ー
フ

が
彫
ら
れ
て
い
る
。
「
日
本
な

ら
磨
崖
仏
」
と
誰
か
が
言
っ
た
。

な
る
ほ
ど
。
山
頂
へ
上
が
る
前

に
、
南
北
戦
争
前
の
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
見
学
す
る
。
当
時
の

経
営
者
の
大
豪
邸
や
奴
隷
小
屋

等
が
復
元
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
生
活
が
し
の
ば
れ
る
。

山
頂
は
三
六
〇
度
の
大
パ
ノ
ラ

マ
で
、
遠
方
に
ア
ト
ラ
ン
タ
の

市
街
地
も
臨
む
こ
と
が
で
き
る
。

午
後
は
ア
セ
ン
ズ
、
ジ
ョ
ー

ジ
ア
大
学
へ
向
か
う
。
こ
こ
の

教
室
は
照
明
、
Ｐ
Ｃ
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
等
す
べ
て
が
机
上
か
ら

操
作
で
き
、
羨
ま
し
い
。
広
い

学
内
を
学
生
の
案
内
で
見
学
さ

せ
て
い
た
だ
く
。
Ｕ
Ｇ
Ａ
の
ロ

ゴ
入
り
グ
ッ
ズ
も
購
入
し
、
ち
ょ
っ

と
し
た
留
学
生
気
分
だ
。
夕
食

は
、
副
学
長
主
催
の
歓
迎
パ
ー

テ
ィ
ー
に
出
席
す
る
。
Ｕ
Ｇ
Ａ

は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
も
人
の
心
も

広
か
っ
た
。
ご
ち
そ
う
さ
ま
。

（
続
く
）

「
ア
メ
リ
カ
南
部
巡
検
」

随
行
記

そ
の
一

勝
山

佳
子

（
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

教
務
係
）

埼
玉
同
窓
会

囲
碁
同
好
会

ゴ
ミ
減
量
（
２
）

N

生

ゴ
ミ
の
減
量
に
は
市
民
の

意
識
改
革
を
伴
う
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
政
府
は
５
月
31

日
、
国
民
一
人
が
一
日
に
排

出
す
る
ゴ
ミ
の
量
を
７
年
後

ま
で
に
９
％
削
減
し
、
循
環

型
の
社
会
を
目
指
す
と
し
た

新
た
な
計
画
を
閣
議
決
定
し

た
。ゴ

ミ
削
減
を
目
指
す
た
め

に
、
排
出
元
で
あ
る
市
民
生

活
を
合
理
的
な
も
の
と
す
る

動
機
付
け
の
手
段
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
マ
イ
バ
ッ
グ
を
使

用
し
た
レ
ジ
袋
の
削
減
は
、

市
民
の
意
識
改
革
を
狙
っ
た

一
つ
の
事
例
で
あ
ろ
う
。
最

近
で
は
ス
ー
パ
に
マ
イ
バ
ス

ケ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
が
考
え

ら
れ
、
販
売
さ
れ
て
い
る
の

に
気
付
い
た
。

東
京
都
の
豊
島
区
で
は
焼

却
場
の
煙
突
か
ら
白
煙
を
出

し
、
市
民
に
ゴ
ミ
の
量
を
認

識
さ
せ
る
こ
と
で
、
ゴ
ミ
減

量
の
動
機
付
け
と
し
よ
う
と

の
試
み
を
行
っ
て
い
る
。
市

民
は
煙
突
の
白
煙
を
見
上
げ

て
認
知
す
る
の
で
あ
る
。
市

民
は
白
煙
と
ゴ
ミ
消
費
の
量

の
関
係
に
、
果
た
し
て
気
付

く
だ
ろ
う
か
。
気
付
か
な
け

れ
ば
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
や
ゴ
ミ

減
量
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
訴

え
る
時
に
、
使
う
こ
と
も
で

き
よ
う
。
白
煙
は
水
蒸
気
で

あ
り
、
脱
水
装
置
を
停
止
さ

せ
て
僅
か
で
は
あ
る
が
熱
量

を
発
電
に
回
す
こ
と
で
発
生

さ
せ
る
。
し
か
し
、
今
ま
で

の
経
緯
か
ら
行
政
は
、
煙
の

排
出
を
自
ら
規
制
を
課
し
て

行
っ
て
き
た
こ
と
な
の
で
、

た
と
え
水
蒸
気
の
白
煙
で
あ
っ

て
も
、
白
煙
排
出
を
安
易
に

行
え
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ

る
だ
ろ
う
。
白
煙
の
排
出
に

は
、
市
民
か
ら
２
分
３
分
す

る
意
見
が
出
る
こ
と
も
容
易

に
予
想
で
き
る
。
行
政
が
ど

う
い
っ
た
経
緯
で
、
ど
ん
な

規
制
を
自
ら
課
し
て
い
る
の

か
を
調
べ
、
考
え
て
み
た
い

こ
と
も
あ
る
。
白
煙
を
出
す

効
果
と
し
て
、
ど
う
市
民
に

訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

ど
う
効
果
を
予
測
で
き
る
の

か
を
考
え
て
み
た
い
。

お
お
よ
そ
の
市
民
は
他
人

と
少
し
は
違
っ
た
こ
と
を
好

み
、
選
択
す
る
様
だ
、
つ
ま

り
他
の
人
と
同
じ
物
は
選
び

た
が
ら
な
い
の
で
あ
る
。

破
れ
て
す
り
減
っ
て
い
る

ジ
ー
ン
ズ
の
G
パ
ン
等
、
こ

れ
は
私
し
か
持
っ
て
い
な
い

物
と
し
て
選
び
、
買
っ
て
い

る
が
、
こ
の
よ
う
な
買
い
物

の
仕
方
な
ど
は
そ
う
で
あ
ろ

う
。
他
の
人
が
捨
て
る
よ
う

な
物
を
わ
ざ
わ
ざ
買
っ
た
り

す
る
の
だ
か
ら
、
つ
ま
り

「
役
割
距
離
」
の
問
題
だ
。

ち
ょ
っ
と
普
通
と
違
っ
た
こ

と
を
好
み
、
意
識
的
に
も
無

意
識
に
も
行
う
の
で
あ
る
。

こ
の
様
な
こ
と
を
何
か
考
え
て

市
民
に
訴
え
た
ら
、
ゴ
ミ
減
量
に

繋
が
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
ゴ
ミ
の

減
量
に
は
、
市
民
の
意
識
改
革
を

す
る
動
機
付
け
の
手
段
と
し
て
の

戦
略
が
、
な
に
か
必
要
だ
と
考
え

る
。
そ
し
て
、
処
理
施
設
は
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
だ
と
い
う
こ
と
も
忘
れ

て
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

（

続
く
）

研修旅行の日程決まる
平成25年度研修旅行の日程が決まりました。

１．実施日 平成２５年１０月１７日(木）

２．募集人員 ４０名

３．募集期間 平成２５年９月２４日(火）～１０月

１１日(金）

４．研修先 ①軽井沢・旧軽井沢

②浅間山と火砕流で埋没した集落（鎌原）

③八ツ場ダム広報センター

５．行程 ８：１５集合 Jackビル１階ロビー

６．参加費 未定

７．昼食 場所未定

８．その他 前日まで

に学生教育研究災害

傷害保険に加入のこ

と。

ストーンマウンテンの南軍英雄像


